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第２回定例議会は、６月７日開会です。請願・陳情は、５月３１日までに提出して下さい。

「首相案件」と秘書官が発言。８億円値引きで口裏合わせ。日報隠しが次から次へと│連日、安倍政権が国民をあざむきつづける事実が明らかに。改ざん、隠ぺい、ねつ造、すべて安倍首相が発端です。ところがすべて官僚が悪いと責任を転嫁する安倍内閣。もう総辞職しかありません。やはり安倍首相が関わって政治をゆがめていた？「加計」疑惑の新文書＝愛媛県が作成した内閣府の担 当者や首相秘書官との２０１５年４月の面談記録です。面談記録には「加計学園」の獣医学部の新設をめぐって、その件は「総理官邸から聞いており」（内閣府の担当者）とか「本件は、首相案件」（首相秘書官）の発言が明記されています。首相はこれまで、昨年１月まで計画を知らなかったなどと言い訳してきまましたが、もう通用しません。首相の進退に関わる重大問題。「加計」の加計孝太郎理事長の証人喚問を含め、徹底解明が必要です。
日本共産党常陸大宮市委員会は、今年７月２９日投開票でおこなわれる市議会議員選挙の予定候補者として、現職の金子すぐる（66）と新人の高村いさお（64）の両名を発表しました。２議席確保に全力をつくします。 前市議会議員、党・市委員長前回失った議席を回復し、日本共産党の２議席を獲得するために力いっぱいがんばります。【プロフィール】１９５４年生まれ、北富田小、山方中、緑岡高を卒業。大東紡織三島工場（静岡）、新いばらきタイムス社、有料老人ホーム「べるびたー水戸）、特養ナザレ園に勤務。常陸大宮市抽ヶ台町在住。【地域】大宮地域（大宮地区、泉、宇留野、若林）山方地域、美和地域、緒川地域、御前山地域 【プロフィール】１９５１年生まれ。大賀小、一中、緑岡高を卒業。放射線育種場に勤務。１９８７年に初当選し、現在８期目。常陸大宮市岩崎在住。【地域】大宮地域（大賀地区、塩田地区、玉川地区（除く若林）、大場地区、村石地区、上野地区（除く泉・宇留野）、世喜地区

””「加計」重大疑惑
「追訴のおそれがあるから」と核心部分の証言をいっさい拒否しながら、「安倍首相夫妻の影響はない」 と、政権に都合のいいことだけは明言した佐川氏。いっそう疑惑が深まりました。真相を解明するためには、昭恵氏をはじめ関係者全員の証人喚問が必要です。
「森友」事件

安倍９条改憲ノー憲法をいかす全国統一署名にご協力をお願いします。

国民健康保険における財政運営の責任主体が市町村から都道府県移行の最初の年です。新制度は、高すぎるという国保の構造問題は何ら解決しないばかりか、今後負担増と徴収強化が迫られる恐れがあります。新年度の国保税率は据置かれましたが、課税限度額が引き上げられます。後期高齢者保険料も据置かれた ものの、軽減措置の廃止や課税限度額の引き上げにより一人当たり平均保険料額が引き上がります。介護保険料も据置かれましたが、常陸大宮市の介護保険料（基準額）は県内高い順で上から４番目です。
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２月２８日に開会された第１回定例議会は最終日の３月２０日、各常任委員会に付託された条例改正案と予算決算常任委員会に付託された新年度予算案の審査結果が本会議で報告され、採決し閉会しました。条例改正では、市議会議員及び市長選挙における選挙運動に要する費用の一部を公費負担することにより立候補しやすい環境を整えるため、「選挙運動の公費負担に関する条例」が新たに成立しました。公費負担の対象となるのは選挙運動用自動車の使用、ポスターの作成等です。この制度は、県内３２市のうち自動車の使用は２６市、ポスター作成は３０市で実施され ています。４月以降の選挙からの適用となります。新年度予算では、金子議員は「一般会計予算」、高すぎる国保税の「国民健康保険特別会計予算」、「介護保険特別会計予算」、「戸別浄化槽特別会計予算」、高齢者の利用料を大幅に引き上げた「温泉事業特別会計予算」、「後期高齢者医療特別会計予算」、高すぎる水道料金の「上水道事業会計予算」に反対しました。請願・意見書では、「八田地内市道２１３３６号線道路整備工事に関する請願」と、吉川議員が提出した「所有者不明の土地利用を求める意見書」は、閉会中も継続して審査することになりました。 出した１年間の経費の実態をとらえる調査をおこなっています。公立小学校で年間３２万２千円、公立中学校で年間４７万９千円となっています。この金額は、学校で支払う経費のほか、通学用自転車やランドセル代、家庭教師や学習塾代等も含んだ金額です。金子議員は、学校教材費の中、小学校の「算数セット」、中学校の「技術セット」の保護者負担の状況を聞きました。教育部長「算数セット」」は入学時に保護者から購入してもらっています。「技術セット」は教育予算の中で教材備品として購入しています。今後、義務教育における保護者負担軽減を目的とした施策を検討するに当たり、どのような施策を優先すべきか検証していきたいと考えています。※「算数セット」は県内いくつかの自治体で学校でそろえています。金子議員は、当市では交通安全

憲法第２６条は、「その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利」を宣言し、「義務教育は、これを無償」としました。金子議員は、小中学校の保護者負担の状況を質問しました。教育部長給食費、ＰＴＡ会費、児童・生徒会費、学校教育費、学校行事に要する費用を合わせると概ね、小学校で６万円、中学校では１３万円ほどになります。※文部科学省は、子どもの学校教育および学校外活動のために支
ヘルメットを支給していますが、これに加えて新１年生に「ランドセル」を支給するよう、提案しました。教育部長ランドセル支給の取り組みは、県内幾つかの市町村で実施されています。今後の研究課題とさせていただく考えです。※近隣では日立市、高萩市、北茨城市で実施。石岡市は５色のランドセルを贈呈していると聞いています。その他の一般質問■かわプラザの経営状況と課題■道路改良の未改良区間の整備■酔富銘醸跡地の活用＊金子議員の一般質問全文と答弁概要をまとめた冊子必要な方、連絡ください。

市議会のホームページで一般質問の録画が見られます金子すぐる議員３月１５日に質問

金子議員は、現在の子どもが多い世帯ほど負担が増す制度を、子育て支援の観点から見直すことを求めました。保健福祉部長国保の均等割加入者一人ひとりに均等にかかるため、家庭に子どもが増えると保険料負担が重くなり、子育てに関する様々な負担軽減を実施している地方自治体の施策と相いれないところから、見直しの声が地方から上がっています。当市としても、国の財政支援による軽減措置をお願いしたい考えです。まずは国の責任で方向性を示してもらうよう、国の検討状況等を注視していきます。
金子議員は、当市の子どもの医療費助成を高校３年生まで年齢拡大するよう求めました。保健福祉部長県内で高校生まで拡大しているのが１６市町、２０歳までが２市町です。県で、本年１０月から入院の対象年齢を高校生まで拡大する予定としたことなどを踏まえ、これを受けた県内市町村の動向、財政的な影響等を見極めながら、慎重に検討していきたいと考えています。

日本共産党の金子すぐる議員は、子育てのための経済的支援についての一般質問で、義務教育における保護者負担の状況と教材費の軽減、ランドセルの支給、高校３年生まで医療費助成年齢の拡大、、子どもの国保税（均等割額）の減免などを求めました。

連絡先 ケータイ金子すぐる議員０９０-１９９４-７６９６

義務教育保護者負担の状況「算数セット」は教育予算で新１年生に「ランドセル」贈呈を 高校３年まで医療費助成を 子どもの国保税軽減を
共産党は「アンケート」を配布しています。届きましたらご協力をお願いします。憲法９条を守る署名も合わせてお願いします。


